
れ︓えぴトレ2回⽬にようこそ︕
      エビデンスに基づく事業実装の能⼒を開発するトレーニングコース、えぴトレ。
      1回⽬は「先進優良事例をエビデンスとする事業実装」のプロセスを、⺟⼦保健の例で学びました。
      2回⽬は、前回の復習と、もうひとつの事例を疑似体験して学んでいきます。



た︓れんれん、えぴトレ2回⽬がはじまるね。
れ︓いよいよね。このコース、3回の最後には、あなたに新規事業の⽴ち上げや改善に必要な事業実装の⼒量を⾼めてもらい、
      最後には、それを⾃分の実践にこんな⾵に活かすぞ︕というイメージをあなたに持ってもらいたいという⽬標でした。



れ︓そして2回⽬は、先進優良事例が辿ったプロセスを、あなたが疑似体験しながら、そこにどういう意味があるのかを学んでいきます。
た︓わくわく〜
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た︓まずは復習から︕
プ︓オーケー。前回は事業実装のプロセスに沿って、ミモザ市の事例を通して基本を学んだね。「正しいことを正しく⾏う」ためのエビデンスの使い⽅についても
     習ったよ。覚えてるかい︖  た︓〈パタパタ上下〉　





プ︓最初に、ミモザ市で起きていた「産前産後サービスの不⾜」という課題を解決するには、新規事業の導⼊が必要だということを明確にしたね。
     次に、それを関係者間で共有して、新しい市の構想の実現に向け先進優良事例の検索を開始し、導⼊する先進優良事例を選択するために、
     判断基準を設けて複数の事例を⽐較した。  た︓〈パタパタ上下〉
プ︓それから、成果評価や視察から先進優良事例のエビデンスを確認して、



     導⼊を決めたあとは、予算要求やタスク管理をして準備を進め、実施が成功するように、みんなで学習したり、それぞれの役割を明確にしたね。
た︓〈パタパタ上下〉
プ︓導⼊して成果があったかを評価できるように、評価計画を最初から組み⼊れておくことも⼤事だった。最後に、専⾨職として事業実装を展開していくために、
     えぴトレを通してもっと⼒量を⾼めようと思ってくれていたかな。
     2回⽬に来てくれたあなたは、きっともっと成⻑すると信じているよ︕



れ︓今回、先進優良事例を導⼊したいと思っているのは、カカオ市です。実はカカオ市は、成⼈保健の分野では、課題を抱えていて、
      エビデンスに基づく事業導⼊、つまり事業実装をする必要がありました。
た︓〈パタパタ上下〉



れ︓今回のシミュレーションは、A･B･C、3つのパートに分かれていて、1回⽬の3･4･5番を具体的に学ぶ内容になっています。
      Aが先進優良事例の選択について、Bがそのエビデンス確認について、



Cが先進優良事例を実際に導⼊する際の準備についてです。



今回も最後にレクチャーを付けました。最後まで楽しく学んでもらえれば幸いです。
た︓〈パタパタ上下〉





れ︓実は、私れんれんは、元カカオ市の保健師、課⻑職だったの。
た︓え︖そうなの、じゃぁ今⽇はれんれんが経験したお話し︖



れ︓そうよ。カカオ市のミッションは「⽣活習慣病予防で壮年期の早世をゼロに︕をめざす健康づくりプログラムの全市展開」だったの。
た︓わぁ、働く世代の健康づくりだね。健康⻑寿にむけても⼤事だね。れ︓そのとおり。3年間のプロジェクトだったんだけど、しょっぱなが部⻑からのこの⼀⾔。
     「ユーカリ市のサンキュウプログラムをそのまま使うぞ。この分野で⾼名なE⼤学のF教授のお墨付きをもらった」だったの。
た︓え〜?!　それってトップダウンっていうこと︖



れ︓まぁね。でもね。私達には住⺠や関係機関への説明責任があるし、ミッションである壮年期の早世をゼロにするために、
     その時に⼊⼿可能で最良のエビデンスに基づいて⾏動する必要があるので、導⼊する事例は、複数の候補をあげて⽐較検討して判断することにしたのよ。
た︓へぇ、そうなんだぁ。。。



た︓さぁ、ここであなたの出番だよ。この判断って正しい︖ 正しくない︖ どちらかを選んでね。



プ︓オーライ。これは正しい判断だね。今、⼿に⼊る⼀番いいものを使うのが定⽯だということ。それを検討する⼿続きを踏むことが⼤事なんだ。 た︓ウキウキ〜︕
プ︓図は、先進優良事例の探し⽅をまとめたものだよ。　1回⽬にも出てきた内容を整理したんだ。公費を使って⾏う事業の正当性は、
     これらのうち複数の⽅法を⽤いて、多⾓的に検討してほしい。検索の仕⽅の具体例は、最後にレクチャーするから、そこで押さえてくれたまえ。　た︓〈パタパタ上下〉





れ︓それでね。部⻑にも理解してもらって、導⼊する先進優良事例を、複数の候補から⽐較検討して選んだの。
た︓やったぁ、公正な⼿続きが採れたんだねぇ︕
れ︓そうなの。結局ユーカリ市のプログラムが選ばれたんだけど、堂々と説明できる根拠資料ができて、部⻑も喜んでくれたのよ。



た︓うほうほ〜︕ それで先進的で優良だというのをどうやって判断したの︖



れ︓そこ気になるよねぇ。えぴトレの1回⽬にはドナベディアンのケアの質評価の枠組み、つまりアウトカム、プロセス、ストラクチャーの3つの側⾯から
      ⽐較検討したのを覚えてる︖
た︓うほうほ、覚えてるよぉ〜。



れ︓もちろん、優良かどうかを判断するのに、その枠組みを使ったんだけど、先進性という点も重視して、さらに⽐較する項⽬を増やしたのよ。
た︓へぇ〜、どうしてどうしてぇ︖



れ︓それはね、このミッションが、3年で全市展開というゴールを設けていて、効果があるという根拠だけでなく、住⺠や関係機関が興味を持って
      すぐに取り組みたいと思えるように、新しい︕、斬新︕、今注⽬されてる︕、といった先進性の根拠も重視したからなの。
た︓ワクワク〜︕　それってミッションの達成をめざしてのことだったんだねぇ。



た︓では、ここで、あなたに質問するよ。この先進性の⽐較項⽬を設けたことは、正しい︖　正しくない︖　どちらかを選んでね。



プ︓オッケー、迷いはなかったかい︖　これは正しい⾏動といっていいね。既に成果をあげている先進優良事例とはいえ、カカオ市の⼈たちには初めての事業になるわけだから、
     全体に早く認知され、皆に受け⼊れられるには、注⽬を集める先進性の要素が⽋かせないんだ。 でもね、気を付けて。実は⽬⽴つだけじゃだめなんだ。優良性の評価、
     つまり効果があるというエビデンスを伴う必要があるんだ。図のように先進性と優良性をセットで評価するんだよ。分ったかい︖



     プ︓実はもうひとつ、転⽤可能性という視点が⼤事なんだけど、これはあとで説明するから楽しみにしていておくれ。





た︓次はエビデンスの確認⽅法だね。どうやったのか教えて〜︕
れ︓いいわよ。壮年期の健康づくりのためにユーカリ市のサンキュウプログラムを、わがカカオ市に導⼊することになった決め⼿は、
     なんといってもプログラムが有効という証拠があったからなの。
た︓ワクワク〜︕　それってアウトカム評価ってこと︖



れ︓そのとおり︕　参加者が、⾷事・運動・社会参加の3つの分野の⽬標を⽴てて、3⼈⼀組で、3か⽉、健康づくりに取り組むと、
     分野が2つ以下の場合や、1⼈か2⼈で取り組む場合よりも、⽬標の達成率が⾼い、という結果がユーカリ市のホームページ出ていたの︕
た︓ウキウキ〜︕　それってこの間のレクチャーにあったPICOと関係あるのぉ︖



れ︓すごいわ、たぁコ、⼤ありよ。それに3つの⽬標、3⼈⼀組、3か⽉と、３を３つ⾜すと9になるでしょ。それがサンキュウプログラムという命名のもとになっていて、
      しかもそれが健康によくってサンキュウって⾔いたいプログラムなもんだから、すごくインパクトがあって、これは使えるって思ったのよ︕



た︓へぇ〜、そうなんだぁ。



た︓じゃ、ここであなたに質問だよ。今れんれんが説明したことは、エビデンスを確認する⽅法として、正しい︖　正しくない︖どちらかを選んでね。



プ︓いいねぇ。選んでくれてありがとう。どうしようか悩んだとしたら、そんな君が正しいんだよ。
      なぜなら、れんれんの説明では、介⼊の有効性が、
     厳密な⼿続きで⾏われたかどうかが判断できないからなんだ。
た︓しおしお〜⤵
プ︓確認したエビデンスはタイプ2の介⼊の有効性だったね。問題の定式化PICOは、P、Participant 参加者が、
      I、Intervention サンキュウプログラムに参加すると、
      C、Comparison 他の⽅法で参加した者よりも、O、Outcome ⽬標達成率が⾼いか︖だった。
た︓うほうほ〜︕



プ︓これを明らかにする研究デザインを図に⽰したよ。つまり、エビデンスLevel IIの適切に設定されたランダム化⽐較試験か、Level III ランダム化されていないが
     適切に設定された⽐較試験、いわゆる準実験的研究が⾏われ、その結果がエビデンスになるんだ。そして、そのエビデンスを我々が使うには、査読のある雑誌に論⽂として
     掲載され 公表されていることが⼤事なんだ。だから、ホームページに書かれた内容だけでなく、エビデンスが掲載されているもとの論⽂を確認するのが正しいことなんだ。わかるかい︖





た︓れんれんは視察にもいったんだよね。どうだったぁ︖
れ︓とぉ〜っても役に⽴ったの。百聞は⼀⾒に如かずよねぇ。
た︓へぇ〜、何が⼀番よかったのぉ︖



れ︓それはね、部⻑さんと現場のスタッフの、市⺠の健康増進への半端じゃない使命感と熱量に直接触れたこと。
      別々に話を聴いたんだけど、全員がぶれてないと思ったの。そりゃ成果が上がって当然と思った。



た︓ウキウキ〜︕　それでいったい何を⾒てきたのぉ︖
れ︓あのね、1泊2⽇でね、拠点になってるセンターと推進チーム、プログラムの成果発表会と参加者の⼈たち、バックアップしている⼤学の研究チームに会って、
      実際の活動の⾒学とヒアリングをさせてもらったのよ。



た︓うほうほ〜︕、盛りだくさんの視察だったんだぁ。



れ︓確認できたエビデンスはね、参加者の最新の成果、企業や地区組織への普及件数とその過程、市内全域への推進体制とスタッフの動き、
      ⼤学との協働の実際だった。これがカカオ市の新規事業計画に転⽤できて、とても役に⽴ったの。
た︓へぇ〜、よかったねぇ。



た︓さてさて、ここであなた質問するよ。この視察の仕⽅は、正しい︖　正しくない︖　どちらかを選んでね。



プ︓グッドグッド。これは、⾔わずもがな、正しい視察に違いない。実際の活動に参加したり、現地でいろんな⼈に会ってヒアリングをしている。
     そして、現地でしか⼿に⼊らないエビデンスの確認ができていたね。
た︓ウキウキ〜︕
プ︓表には、視察で確認できるエビデンスを、エビデンスのタイプ別に整理してみたよ。論⽂や報告書ではタイプ1と2のエビデンスは確認しやすいけれど、
     タイプ3は視察に⾏くことで、より多くゲットできる内容だと思わないかい︖
た︓〈パタパタ上下〉（動きのみ）







た︓今回のシミュレーション、最後のCパートだね。
れ︓そうね。ここでは先進優良事例の転⽤可能性について取り上げるわね。
た︓それって、エビデンスの⾼い事例でも⾃分の⾃治体に導⼊できないことがあるってこと︖
れ︓そう、そのとおり。1回⽬にも、⾃治体にフィットするかという観点で検討するって習ったわよね。



た︓そうだった︕　それで、れんれんたちはどんな⾵に検討したの︖
れ︓視察に⾏く前に、事務⽅も交えて、確認したいことをリストアップしたの。年間の予算規模や、配置する⼈と数、準備する物品の詳細などよ。



た︓へぇ〜、具体的な内容だねぇ。



た︓はい、ではここであなたに質問だよ。れんれんたちがリストアップしたことは、転⽤可能性を確認する⽅法として、正しい︖　正しくない︖どちらかを選んでね。



プ︓図には、転⽤可能性検討のためのチェックポイントを整理したよ。⾃治体や組織の状況にフィットするだけでなく、住⺠のニーズにマッチするか、 
     地域特性にマッチするかという視点がとても⼤事なんだ。それからプログラムの実際についても、移転元の⾃治体が、住⺠や関係者向け、あるいは転⽤する組織向けに、
     必要ないろいろなものを開⽰してくれていることも、重要なポイントになるよ。転⽤可能性の⾼い先進優良事例を採⽤すること、
     そして現場におろす際に問題になりそうな点があれば、事前に対応を検討して適⽤性を⾼めておくことが⼤事なんだよ。          

プ︓サンキュー︕　どんな考えを巡らせてその答えになったのかな。ヒト・モノ・カネについての確認は必須で正しいんだけど、もっと⼤事なことがたくさんあるのでは︖、って思った君。
     その考えがもっと正しいよ。





た︓ユーカリ市のプログラムが先進的で優良だというエビデンスと、カカオ市への転⽤可能性が確認できたら、次はどうするのぉ︖
れ︓次は、いよいよ実際にこの市に適⽤できるように準備することになるのよ。



た︓1回⽬は予算要求の⼯程とタスク管理について習ったけど、今度はプログラムの本格実施に向けての動きだねぇ︕
れ︓そうなの。カカオ市のミッションは、3年間でプログラムを全市展開することだったから、1年⽬にモデル実施、2・3年⽬に市内全域に広げることにしたの。



た︓へぇ〜、モデル実施ってどんなふうにしたの︖



れ︓まずはね、市内で保健師を配置している企業2社と、若い世代のメンバーが多い活発な市⺠団体1つに打診したの。
     1年⽬はスタッフも初めてで、お試しの実施になるけどプログラムに参加してみない︖って。それで3か所ともOKが得られたの︕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
た︓ウキウキ〜︕



れ︓それから、スタッフの確保。2年⽬には指導者として市内に広めるリーダーになれる⼈に依頼して、3か所の実施期間がなるべく重ならないように調整したの。
た︓なるほどぉ〜。



た︓ではここであなたに質問だよ。このお試し実施の⽅法は、正しい︖　正しくない︖どちらかを選んでね。



プ︓ナイスチョイス。情報が少ないけれど、これは正しいよね。スタッフも始めて経験することなので、いきなりたくさん参加してもらっても対応できないからね。
     ただ、実際にはロードマップに⽰したようにもっといろいろな準備がされていたんだ。これと同じにしなくちゃいけないわけじゃないんだよ。
     あくまで例として、本格導⼊の前に、担当別に段階を踏んで展開している様⼦を⾒てほしい。着実に歩みを進められるように、考えられているよね。
     これで、今回のシミュレーションは、お・わ・り。ここまでよくがんばったね。えらいぞ。　　最後はクールダウンを兼ねてレクチャーを聴いてね。







プ︓ここでは、ネットを検索して先進優良事例とエビデンスを探す⽅法を説明するよ。まずは先進優良事例の探し⽅を２つ。
た︓〈パタパタ上下〉





プ︓1つ⽬は、google でキーワード検索する⽅法だよ。試しに、先進優良事例、⺟⼦、厚⽣労働省と⼊れてみよう。



プ︓ こんな画⾯が出てくるよ。
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プ︓厚⽣労働省や総務省など国が出している事例集は、全国の⾃治体や、その分野の学識経験者から情報を収集して選定しているから、
     先進性や優良性を備えているものが多いんだ。先進優良事例というキーワードを使って、あなたもぜひ調べてみてくれたまえ。
     健康づくりや⾼齢者の分野など、いろいろな事例集が⾒つかるよ。



プ︓2つ⽬は全国知事会のホームページ。そこには、先進政策バンクというページがあって、いろいろな分野の事例が検索できるよ。



プ︓キーワードに保健師と⼊れると、保健師が関わっている事例が出てくるよ。また、ここにリンクをつけたページ、「健康⽴国｣の実現に向けた先進・優良事例集にも、
     分野別にたくさん事例が載っているよ。　





プ︓先進優良事例を⾒つけたら、次はそのエビデンスを探したいね。
     1回⽬のレクチャーでも紹介した、誰でも使える無料のデータベース。グーグルスカラーやサイニィ、ジェィステージが便利だよ。事例集に書かれていた事業名や⾃治体名を⼊れて、
     事業のエビデンスが書かれた論⽂が出ているか確認するんだ。







プ︓また、先進優良事例が、もともとエビデンスのある事業を横展開しているとしたら、そのもとの事業のエビデンスを調べるのも役に⽴つよ。
     たとえば　ここでは、ネウボラを取り上げよう。サイニィを開いて、キーワードにネウボラと⼊れると・・・。たくさん出てくるね。
     たくさん出てきて絞り込みたいときは、キーワードを⾜したり、反対にちょっとしか検索できなかったら、キーワードを変えたり、組み合わせを変えたり、⼯夫するんだよ。　　



プ︓⽬当ての論⽂が⾒つからないときは、探している論⽂に⼀番近いものをまず読んで、その論⽂の最後に書いている引⽤⽂献のリストから探っていくという⽅法もあるよ。





プ︓今お⾒せした引⽤⽂献の出典。⽇本看護科学学会誌だったよね。学会誌に掲載される論⽂は査読という審査のプロセスを経ていて、信頼できるんだよ。





プ︓無料のデータベースのなかでジェィステージは、学会誌を扱っていて、看護科学学会だけでなく、⽇本公衆衛⽣看護学会や⽇本地域看護学会などの
     論⽂が検索できて、全部読めるんだ。毎号の、⽬次を⾒ておくだけでも、どんな研究がされているのかがわかってお勧めだよ。
た︓〈パタパタ上下〉















プ︓それから、奥の⼿をもうひとつ。⽂献を検索すると、保健師ジャーナルや地域保健といった職場で購読している雑誌の論⽂が出てくることもあるんだ。
     回覧が回ってくるときに、こんな特集されてたなぁって覚えていれば、必要になったときに探してみることができるねぇ。⼿に⼊るものを最⼤限活⽤できるように、
     ふだんからアンテナを張って、いろんな検索も試してみるといいよ。
た︓〈パタパタ上下〉
プ︓あなたのこれからのチャレンジに、期待しているよ。
た︓〈パタパタ上下〉


